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法人番号 131094 

プロジェクト番号 S1511016 

研究進捗状況報告書の概要

１ 研究プロジェクト

学校法人名 明治薬科大学 大学名 明治薬科大学

研究プロジェクト名 認知症克服を志向する天然物創薬研究拠点の形成

研究観点 研究拠点を形成する研究

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

本邦では認知症患者数が既に 500 万人を超えると推計され、超高齢化を背景に今後も増加が続く

見通しである。認知症の原因疾患の中で最も頻度の高いアルツハイマー病はアミロイドベータと呼ば

れるペプチドの異常蓄積が発症の引き金となる神経難病である。本疾患の根本的な治療薬は存在せ

ず、画期的な創薬シード化合物の創製が望まれている。本学にはキノコ、海洋生物（ホヤなど）、放線

菌など多様かつ独自性の高い天然資源が豊富に蓄積されている。しかし、従来これらの素材は主に

個別の研究による限られた範囲で資源利用に留まっていた。本プロジェクトでは、学内の主任研究者

5 名を中心に連携した共同研究チームを組織し、天然物を中心とした上記の資源を活用し、認知症を

ターゲットとした新規創薬シード化合物の共同開発を目的とした認知症創薬資源研究開発センター

（Dementia Drug Resource Development Center: DRC）を創設する。各研究者は独自の候補化合物群

を提供し、共通の活性評価系（無細胞系・培養細胞系・モデルマウス）で有望な化合物を選別し、有機

化学的な構造変換を通じて活性を最適化していく。化合物の集約によりライブラリーを整備し、多数

の化合物を活性測定系に供することが可能になり、統一したアッセイ系を用いることで化合物スクリ

ーニングを効率的に、かつ信頼性高く行うことができる。また、次世代シークエンサー装置等を利用し

て、分子発現プロファイルによる網羅的な薬効評価や有用微生物のゲノム解析に活用する。本計画

遂行により、学内横断的共同研究と若手研究者育成を通じて認知症に対する新薬開発を促進し、本

学の社会的貢献を果たすことが期待できる。

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要

本プロジェクトでは、平成 27 年に DRC を創設し、プロジェクト所属 5 研究室のうち 4 研究室が化合

物および天然物抽出物を提供し、アミロイドベータ凝集抑制効果とアミロイドベータ産生に関わる酵素

であるBACE1の阻害効果の 2点につき、生物活性を測定した。いずれも初期の選別では無細胞系で

の活性測定を行い、最終的な評価はアルツハイマー病モデルマウスを用いて行う。BACE1 阻害活性

については化合物の細胞内への透過が必要であるため、動物実験の前に培養細胞系での評価を実

施した。現在までに、アミロイドベータ凝集抑制については化合物・抽出物計 673 種のうち 99 種で無

細胞系での活性を確認した。一方、BACE1 阻害活性については、化合物・抽出物計 823 種のうち 75

種で無細胞系における活性を確認した。次の段階の培養細胞系としては、本研究で新たに作製した

HEK-APP-BACE1 細胞（BACE1 活性測定が簡便）と、アルツハイマー病患者 iPS 細胞由来神経細胞

（より生理的な条件の測定ができるが処理数が限られる）の 2種を使用した。両細胞系でBACE1阻害

活性を示した化合物がこれまで 5 種得られている。興味深いことに、得られたヒット化合物には、新規

性の高い構造を持つものや、アミロイドベータ凝集抑制とBACE1阻害の両活性を示し、二重阻害剤と

なり得るものが見出されており、独自性の高い化合物開発に繋がることが期待できる。今後は、最終

評価系としてモデルマウスでの活性測定を行い、効果が得られたものに関しては有力なシード化合

物として集中的な開発に取り組む予定である。 

https://www.my-pharm.ac.jp/koho/education/high/drc.html
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平成 27 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  明治薬科大学     ２ 大学名   明治薬科大学    

 

３ 研究組織名    認知症創薬資源研究開発センター   

 

４ プロジェクト所在地   〒204-8588 東京都清瀬市野塩 2-522-1     

 

５ 研究プロジェクト名  認知症克服を志向する天然物創薬研究拠点の形成  

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究       

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

小山 清隆 生薬学 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数   12  名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小山 清隆 生薬学・教授 

希少天然由来化合物から

の認知症治療創薬へのア

プローチ 

研究代表者・研究プロジェ

クト統括およびキノコ類・地

衣類・海洋真菌由来のビフ

ラボノイド・イソプレノイド化

合物をシードとするアルツ

ハイマー病の新規治療薬

の創製 

齋藤 直樹 薬化学・教授 
海洋天然物を創薬シードと

する認知症治療薬の開発 

認知症創薬シードとしての

海洋生物由来イソキノリン

化合物の大量合成法の確

立と独創的化合物ライブラ

リーの構築 

古源 寛 
医薬分子設計

学・教授 

アルツハイマー病標的タン

パク質構造情報に基づく低

分子薬剤設計 

アルツハイマー病新規治療

薬開発のための創薬シード

化合物の探索とタンパク質

構造情報に基づく最適化 
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杉田 隆 微生物学・教授 

極限微生物由来の抗認知

症天然素材および微生物

改変による安定供給 

アルツハイマー病創薬資源

としての微生物ライブラリー

の品質保証と安定供給 

佐藤 準一 
バイオインフォマ

ティクス・教授 

NGS ゲノム解析情報とシス

テムズバイオロジーをフル

活用したアルツハイマー病

新規創薬標的分子とバイオ

マーカーの探索 

認知症治療薬評価系樹立

と NGS 解析 

紀 嘉浩 
バイオインフォマ

ティクス・講師 

NGS ゲノム解析情報とシス

テムズバイオロジーをフル

活用したアルツハイマー病

新規創薬標的分子とバイオ

マーカーの探索 

認知症治療薬評価系樹立

と NGS 解析 

 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

NGS ゲノム解析情報とシ

ステムズバイオロジーをフ

ル活用したアルツハイマー

病新規創薬標的分子とバ

イオマーカーの探索 

バイオインフォマ

ティクス・教授 
佐藤 準一 

研究代表者・研究プロジェ

クト統括および認知症治

療薬評価系樹立と NGS 解

析 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

バイオインフォマティク

ス・教授 
バイオインフォマティクス・  

教授 
佐藤 準一 

認知症治療薬評価系樹

立と NGS 解析 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

希少天然由来化合物から

の認知症治療創薬へのア

プローチ 
生薬学・教授 小山 清隆 

キノコ類・地衣類・海洋真

菌由来のビフラボノイド・イ

ソプレノイド化合物をシー

ドとするアルツハイマー病

の新規治療薬の創製 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生薬学・教授 生薬学・教授 小山 清隆 

研究代表者・研究プロ

ジェクト統括およびキノ

コ類・地衣類・海洋真菌

由来のビフラボノイド・ 

イソプレノイド化合物を

シードとするアルツハイ

マー病の新規治療薬の

創製 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

NGS ゲノム解析情報とシ

ステムズバイオロジーをフ

ル活用したアルツハイマー

病新規創薬標的分子とバ

イオマーカーの探索 

   

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
バイオインフォマティクス・  

講師 
紀 嘉浩 

認知症治療薬評価系 

樹立と NGS 解析 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【目的・意義】 本邦では認知症患者数が既に 500 万人を超えると推計され、超高齢化を背景に今

後も増加が続く見通しである。認知症の原因疾患の中で最も頻度の高いアルツハイマー病は、アミ

ロイドベータと呼ばれるペプチドの異常蓄積が発症の引き金となる神経変性疾患である。本疾患の

根本的な治療薬は存在せず、画期的な創薬シード化合物の創製が望まれている。本学にはキノ

コ、海洋生物由来天然物、放線菌など多様かつ独自性の高い創薬資源が蓄積されている。しかし、

従来これらの素材は主に個別の研究による限られた範囲での資源利用に留まっていた。本プロジェ

クトでは、天然物及び関連化合物群を有効に活用し、認知症をターゲットとした新規創薬シード化合

物の共同開発を目的とする。生物系・化学系研究室がそれぞれの専門を活かし知識と技術を提供

し合うことで、新たな学内横断的研究拠点として持続的な共同研究の基盤を形成し、認知症に対す

る新薬開発を促進することで、本学の社会的貢献を果たすとともに、次世代を担う若手研究者・学

生の育成を図る。 

【計画】 本プロジェクトでは、各研究室が独自の候補化合物群を提供し、共通の活性評価系（無細

胞系・培養細胞系・モデルマウス）で有望な化合物を選別し、有機化学的な構造変換を通じて活性

を最適化していく。化合物の集約によりライブラリーを整備し、多数の化合物を活性測定系に供する

ことが可能になり、統一したアッセイ系を用いることで化合物スクリーニング（選別）を効率化する。

また、多数の検体から有望な化合物を選別することで、信頼性の高いヒット化合物を得ることができ

る。サンプルとしては各研究室が新たに抽出・精製した化合物・抽出物を中心とするが、各研究室

が既に保有する研究資源ライブラリーも合わせて用いる。モデルマウス使用時には、次世代シーク

エンサー装置等を活用して、分子発現プロファイルによる網羅的な薬効評価を行う。さらに、プロジ

ェクトの主軸となる上記の化合物開発研究と並行して、各参加研究室では化合物ライブラリーの拡

充やサンプル供給の効率化、あるいは抗認知症活性の実験系の充実化に関わる個別研究も推進

する。具体的には、新規化合物の合成によるライブラリーの拡充、各合成段階の最適化による総収

量の向上、大量供給手段の開発、有用微生物のゲノム解読による生合成遺伝子経路の特定、培養

細胞における化合物アッセイ系の樹立、患者由来組織サンプル・疾患モデル細胞・疾患モデルマウ

スにおけるバイオマーカーの発見などが挙げられる。これらを通じて、化合物ライブラリーや実験系

の質の向上を試みる。 

（２）研究組織 

本研究では明治薬科大学の 5 つの研究室が認知症創薬資源研究開発センター(DRC)を構成し、抗

認知症活性化合物の開発を行う。うち 4研究室から海洋生物由来天然アルカロイドおよびポリフェノ

ール誘導体（齋藤）、ビフラボノイドライブラリー・キノコ（小山）、合成品・植物由来抽出物（古源）、放

線菌（杉田）の提供を受け、BACE1 阻害活性試験（佐藤、紀）とアミロイドベータ凝集抑制試験（小

山、齋藤）による活性評価を行う。各研究室の教員（計 12 名）に加えて、新たに雇用した DRC 専属

博士研究員 2 名、研究技術者を 2 名、研究補助者 2 名、事務補助者 1 名を含む体制である（3 年度

延べ人数、派遣労働者を含む）。また、大学院生が各年度 15 名程度研究に参加している。研究運

営組織として、学内の教職員 10 名で構成される DRC 運営委員会を設立した。必要に応じて DRC

運営会議を開催し、プロジェクトの進捗状況の確認および研究方針の協議を行うことで情報共有を

図る。 

（３）研究施設・設備等 
研究施設： （全て明治薬科大学・研究棟） 

①DRC 所属研究室の実験スペース（165 m2 x 5 研究室、使用者計 30 名） 

②機器分析センター（占有 12 m2、使用者 3 名） 

③動物研究施設の一部（占有 3 m2、使用者 3 名）。 

 

研究設備： 機器分析センターに設置 

① Illumina 次世代シークエンサー（NGS）解析装置 MiSeq、 通算利用時間 3000 時間 

② Bio-Rad  Bio-Plex MAGPIX システム、通算利用時間 60 時間 
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（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
プロジェクト所属 5研究室のうち 4研究室が化合物または天然物抽出液を作製した。これらを用い

てアミロイドベータ凝集抑制効果とアミロイドベータ産生に関わる酵素 BACE1 の阻害効果の 2 点に

ついて生物活性を評価した。いずれも初期段階の選別では無細胞系での活性測定を行った。最終

的な化合物評価はアルツハイマー病モデルマウス（APP<NL-G-F>ノックインマウス、理化学研究所

より供与）を用いて行う。BACE1 阻害活性については化合物の細胞内への透過が必要であるため、

動物実験の前に培養細胞系での評価を実施する必要がある。各測定の結果は、サンプルを提供し

た研究室に随時フィードバックし、新たな候補化合物の合成や精製の参考情報として提供する。各

研究室は随時、活性化合物の誘導体展開を行い、より高活性の化合物の取得を試みる。 

全体像としては、現在までに、アミロイドベータ凝集抑制については化合物 105 種のうち 31 種、抽

出物 568 種のうち 68 種が無細胞系での活性を示した（計 673 種のうち 99 種）。一方、BACE1 阻害

活性に関しては、化合物 245 種のうち 50 種、抽出物 578 種のうち 25 種で無細胞系における活性を

確認した（計 823種のうち 75種）。次いで培養細胞系で活性評価した。培養細胞系としては本研究で

新たに作製した HEK293-APP-BACE1 細胞（BACE1 活性測定が簡便）と、市販のアルツハイマー病

患者 iPS 細胞から分化誘導で作製した神経細胞（AD-iPS 神経細胞：生理的な条件で測定ができる

が、処理数が限られ実験に3週間程度の期間を要する）の2種を使用した。まず、HEK-APP-BACE1

細胞系で活性を示した化合物は 8 種、抽出物は 1 種と、無細胞系でのヒットから数を絞ることができ

た。さらに、次の AD-iPS 神経細胞で BACE1 阻害活性を示した化合物がこれまで 5 種得られた。今

後、マウスモデルでの評価を行い、有力なシード化合物として集中的な開発研究に進む予定であ

る。興味深いことに、得られたヒット化合物には、新規の骨格・構造を持つものや、アミロイドベータ凝

集抑制と BACE1 阻害の両活性を示し、二重阻害剤となり得るものが見出されており、独自性の高い

化合物開発に繋がることが期待できる。また、若手研究者の育成面では、若手教員や大学院生によ

る原著論文発表（筆頭著者それぞれ 12 報と 8 報）の他、DRC 博士研究員および大学院生が多数の

学会発表を行った。以下、各研究者の成果と進捗状況を記す。 

佐藤・紀は他研究室から提供された天然物由来抽出エキスおよび純化学合成品に関して、 

BACE1 阻害活性を無細胞アッセイ系で測定した。BACE1 阻害アッセイのための細胞系として、アミ

ロイド前駆体タンパク質 (APP)遺伝子とBACE1遺伝子を導入し、両者を安定発現するHEK293細胞

株(HEK293-APP-BACE1 細胞)を樹立した（*1）。BACE1 活性により本細胞から培養液中に遊離する

APP 切断断片を検出することで活性を評価した。市販 BACE1 阻害剤を用いたところ、無細胞系で活

性を示しながら本細胞系では不活性の化合物が存在したため、培養細胞系による評価の重要性が

確認された。この細胞で活性を示した化合物を、アルツハイマー病患者由来 iPS 細胞から分化した

神経細胞(AD-iPS 神経細胞、リプロセルより購入)を用い、培養液に分泌されるアミロイドベータを

ELISA法で定量することで活性評価した。さらに、第 3世代アルツハイマー病モデルマウスとして知ら

れる APP<NL-G-F>ノックインマウスを導入し、評価系として使用するための予備実験を行った。ま

た、バイオマーカー探索として、軽度認知障害と正常対照のヒト血漿中の microRNA 発現プロファイ

ルを比較し、前者に特徴的な microRNA 発現パターンを見出した（*2-5）。アルツハイマー病リスク遺

伝子 TREM2 の新規アイソフォームを発見し、TREM2 発現量制御機構を明らかにした(*6-9)。 

齋藤は、タイの海洋生物由来天然物および関連化合物、薬用植物由来生物活性天然物あるいは

合成品を生物活性試験に提供した。また、約 7 割の化合物についてアミロイド凝集抑制試験を実施

した。その結果、レスベラトロール誘導体および青色海綿由来イソキノリンアルカロイド誘導体から、

アミロイド凝集ベータ抑制活性を持つ化合物計 26 種（一部は特許化合物に匹敵）を得ることができ

た(*10-13)。また、レスベラトロール誘導体からは無細胞系および培養細胞系で BACE1 阻害活性を

持つ化合物も得られた（YKK-4, YKK-6 と仮称）。このうち YKK-4 は AD-iPS 神経細胞で弱いながら

有意な BACE1 阻害効果を示したため、今後、構造最適化による活性増強が見込まれる有望な化合

物であると考えられた。さらに微生物学研究室が保有する放線菌を培養後、酢酸エチル、クロロホ

ルム、1-ブタノールで順次抽出して抽出エキス（各 146種）を作製し、生物活性スクリーニングに提供

した。この中で最も有望な菌株について、大量培養液からの活性化合物の分離同定を試みている。 
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 古源は真菌由来生理活性物質フェオスフェリドＡとその類縁体を合成し、生物活性試験に提供し

た。これまで天然物のフェオスフェリドＡの立体構造は一部不明であったが、全合成に世界で初めて

成功し、絶対立体配置を含めその構造を確定した(*14, 15)。エポキシ-γ-ラクタム環を有する 真菌

由来天然物 L-755,807 は、その相対構造および絶対構造が不明であったため、可能な全ての立体

異性体４種の合成に成功し、そのうち一つが天然物であることからその構造を決定した。さらに、合

成した 4 種の化合物がいずれもアミロイド凝集抑制活性を持つことを見出し、天然物の鏡像異性体

が最も強い活性を示すことを明らかにした(*16-19)。また、これまでアシルグリセロールアシル転位

酵素（DGAT）阻害剤の化合物設計および合成研究を行ってきたが、その過程で得られた化合物ライ

ブラリーを BACE1 阻害活性試験に供したところ、DGAT 活性を持たない 9 個の化合物が新たに

BACE1 阻害活性を示すことが確認された（*20, 21）。そこで、これらを元にさらに誘導体を作製したと

ころ、AD-iPS 神経細胞において活性を示す化合物（KS-39 と仮称）が得られた。現在、さらなる活性

向上を目指して KS-39 誘導体の合成を継続して展開している。 

 杉田は研究室保有の放線菌カルチャーコレクションから未分類菌株を選択し、その二次代謝産物

を提供した。そのためにまず、微生物培養上清の供給から活性探索までの工程を効率的にルーチ

ン化できる体制を整備し、次いで培養液を大量供給する系を構築した。得られた培養上清は、齋藤

の元で抽出エキスの作製に供し、抗認知症活性試験に提供した。これまでに菌株 146 種から酢酸エ

チル、クロロホルム、1-ブタノールでの順次抽出により、計 438 種の抽出物が得られた。これらのう

ち、63 種でアミロイドベータ凝集抑制活性、12 種で無細胞系での BACE1 阻害活性が確認された。こ

の中で、強力なアミロイドベータ凝集抑制活性とHEK293-APP-BACE1細胞でのBACE1阻害活性を

同時に示す微生物（YK-36 株）を最終的に選択した。DRC 研究設備である次世代シーケンサーを用

いてこの微生物のゲノム解析を行った結果、Streptomyces sp.と同定し、バイオマイシン生合成経路

を有していることも判明した。現在、YK-36 株の大量培養により、活性本体の単離と構造決定を試み

ている。 

 小山はキノコ抽出物と研究室ライブラリーのビフラボノイド化合物を生物活性試験に提供した。ま

た、アミロイドベータ凝集抑制試験の約 3 割を実施した。キノコ抽出物 122 種を作製し、このうち 52

種でアミロイドベータ凝集抑制活性が、6 種で BACE1 阻害活性が検出された 。BACE1 阻害活性を

示したウツロベニハナイグチ抽出液から、活性を指標に化合物を分離精製した結果、BACE1 阻害活

性を有する複数の化合物が得られ、このうち一部は新規化合物であった(*22)。一方、アミロイドベー

タ凝集抑制活性を示したヌメリアイタケ抽出物からは 2種の活性化合物（SY-5、SY-6と仮称）が得ら

れ、うち一つが新規化合物であった。さらに、これら 2 種はともに BACE1 阻害活性も有しており、二

重阻害剤としての開発が期待できる(*23-25)。また、ビフラボノイド化合物群は小山の先行研究から

無細胞系でBACE1阻害活性を持つことが明らかになっていた。今回、これらを培養細胞系で活性評

価したところ、2 種の化合物が AD-iPS 神経細胞で活性を示した。今後、マウスでの活性評価の結果

から優先する化合物を決定するとともに、各種活性化合物の構造活性相関を明らかにする。 

 

 【達成度】 アミロイドベータ凝集抑制活性および BACE1 阻害活性の試験についてはいずれもマウ

スでの効果の確認が最終目標であるが、現在、その直前の段階まで到達した。事業 4年度において

マウスでの活性評価の結果が得られる見込みであり、全体として順調に進行していると考えている。

本研究では、材料とする化合物・抽出物の中に目的の活性を持つものがどの程度存在するか不明

であるという不確定要素があったが、幸い、想定よりも多くのヒットを早期に得ることができた。また、

事業開始時には未整備だった培養細胞での評価系も概ね予定通りの期間で樹立できたため、順調

な計画進行に繋がった。これまでに、既存の特許化合物と同等の強力なアミロイド凝集抑制効果を

持つ化合物と、培養細胞で市販 BACE1 阻害剤に匹敵する効果を示す化合物が得られた。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 
① 多環式ウレア誘導体から新規性の高い構造を持った化合物群がヒットし、構造の化学変換によ

り活性が上昇した化合物（KS-39）が得られた (*20,21)。 この化合物は無細胞系だけでなく、

HEK-APP-BACE1 細胞でも阻害効果を示し、さらに AD-iPS 神経細胞でも陽性対象として用いた市
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販の BACE1 阻害剤 KMI-429(和光純薬)と同等の活性を示した。 

② ヌメリアイタケ（キノコ）のメタノール抽出物から、アミロイドベータ凝集抑制活性と BACE1 阻害活

性の両者を合わせ持つ、二重阻害剤の候補化合物が 2種類得られた（SY-5,SY-6）(*23-25)。このう

ち SY-5 は AD-iPS 神経細胞でも活性を示し、特に有望な化合物であると考えられる。 

③ アルツハイマー病リスク遺伝子として最近注目されている TREM2 に関して、新規のスプライシン

グパターンの存在とそれを介したタンパク質発現量調節機構を明らかにした(*6-9)。この発見に際し

TREM2 発現量の人工制御を行ったが、この知見を元にしてアルツハイマー病の病態改善法を開発

できる可能性がある。なお、本成果を発表した大学院生は博士後期課程に進学した。 

④大学院生によるレスベラトロール関連化合物群のアミロイドベータ凝集抑制活性に関する発表

が、日本薬学会第 138 年会の講演ハイライトに選出された（533 件中、採択は 5 件）(*13)。 

 

＜問題点とその克服方法＞ 
 これまでの化合物選別の過程では無細胞系と培養細胞系での評価を実施したが、これらで活性

が確認された化合物でも、生体内で有効性を示さない可能性がある。この大きな要因が ADMET、す

なわち化合物の吸収（absorption）、分布（distribution）、代謝（metabolism）、排泄（excretion）、毒性

（toxicity）であり、これらの不適合が臨床試験で候補薬が脱落する要因の 7 割を占める。これまでの

有望化合物は培養細胞での実験で明らかな細胞毒性は示していないものの、それ以外の ADME の

特性については不明な点が多い。この点を改善し、候補化合物の最適化を進めるために、AMED

（日本医療研究開発機構）の創薬支援事業である BINDS（創薬等先端技術支援基盤プラットフォー

ム）によるコンサルテーションをなるべく早期に受け、候補化合物の ADMET 特性の解明と共に、構

造変換による活性と ADMET 特性の最適化を進め、生体内でも有効な化合物の創製を目指す。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
① アルツハイマー病前駆病態である MCI（軽度認知障害）と正常対照の血漿中の microRNA を定

量的に解析した。その結果、 hsa-miR-191 と hsa-miR-101 のペアおよび hsa-miR-103 と

hsa-miR-222のペアを用いると、MCIを診断可能なことを見出した(*2-5)。これらのmicroRNAのペア

はアルツハイマー病早期診断の新規バイオマーカーとなる可能性がある。 

② 高い BACE1 阻害活性またはアミロイドベータ凝集抑制活性を示した化合物については、明治薬

科大学知的財産管理運営委員会を介して、特許申請を視野に入れて事業を展開する。 
③ 本プロジェクトで供試した菌株の大部分にゲノム情報を付加したため、付加価値の高いバイオリ

ソースとなる。さらに、抗認知症活性を示す物質を産生する微生物の一部は分類学的な新種であっ

たことから、単なる物質特許のみならず微生物特許取得の可能性もある。 

④ 本プロジェクトで単離した化合物ライブラリーは抗認知症活性以外にも有用な生物活性を有する

可能性があり、今後、他分野での創薬研究においても貴重な研究資源として活用が見込まれる。 

 

＜今後の研究方針＞ 
 現在、培養細胞で BACE1 阻害効果が得られている候補化合物をアルツハイマー病モデルマウス

（APP<NL-G-F>ノックインマウス）に投与し、生体での効果を判定する。アミロイドベータ凝集抑制活

性化合物は多数得られているが、BACE1 との二重阻害活性を持つものを優先し、次いで抑制効果

の強い化合物を検討する。投与には、脳内インジェクションを用い、まずは血液脳関門の影響を回

避した状態で行う。ここで活性を示す化合物は、ADMET 特性と脳内移行性に問題が無ければ、生

体脳でも有効性を示す可能性が高い。この化合物をリード化合物候補として、上述の BINDS（創薬

等先端技術支援基盤プラットフォーム）による支援を受け、ADMET 特性の評価と、化学構造最適化

についての方針策定を行う。得られた方針に従い、化学構造変換を施した誘導体を多数合成し、再

度、活性評価することで最適な開発候補化合物を得る。また、現在も新たな化合物が提供されてい

るので、順次、活性測定を行い、有望なものがあればマウスにおける評価まで進めていく。 

＜今後期待される研究成果＞ 
これまでAD-iPS神経細胞で最も強いBACE1阻害活性を示した化合物（KS-39）に関しては、マウ
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スでの活性が確認できれば、リード化合物として重点的な開発の対象とする。また、複数の化合物

でアミロイドベータ凝集抑制効果とBACE1阻害活性を示すことが判明し、AD-iPS神経細胞でも活性

を示すものも得られている。これらの化合物の二重阻害活性は本プロジェクトで独自に得られたユニ

ークな活性であり、その分子機構は創薬の観点のみならず学術的にも新規性が高い。これらの化合

物も、モデルマウスでの評価により、薬剤開発もしくは学術的追究の重点化のいずれかを判断し、そ

れぞれ特許取得または論文発表として成果を出したい。また、放線菌(YK-36 株と仮称)の抽出物は

強力な BACE1 阻害活性およびアミロイドベータ凝集抑制活性を有しており、現在、この活性成分の

分離・精製を進めている。この菌株に関しては既にゲノム配列の解析から種同定を行っており、事業

終了時までに活性成分を同定・構造決定し、特許の出願を目指す。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
 各年度末に研究者毎に費用対効果の観点を含めた自己評価を実施した結果。アッセイの進捗が

遅い点およびサンプル供給に時間を要している点が問題として挙がった。また学内研究評価委員と

して学長及び副学長、事務局長の 3 名に研究成果の評価を依頼した結果、「学内共同研究の連携

強化と発展が必要である」との意見が出された。これらの問題点に対応するため、研究室の連携方

法を見直し、エキス抽出-活性測定-化合物単離-構造決定-活性再測定のサイクルが円滑に進むよ

うに DRC 内の役割分担を見直すことで連携体制を改善した。具体的には、初年度においては小山

の研究室が生物活性測定を全て担っていたが、2 年度目に専属の研究技術者を追加し、生物活性

試験の担当とすることでアッセイが迅速化された。3年度目にはさらに新加入したDRC博士研究員 1

名が生物活性試験の過半数を分担し、処理数を大幅に増加させることができた。以上の取り組みを

反映して、初年度よりも 3 年度目において雇用にかかる人件費等（支払手数料含む）への配分が増

加した。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
これまで 2 回に渡り外部評価を受けた。外部評価委員を慶應義塾大学薬学部医薬品化学研究室

増野匡彦教授、千葉大学名誉教授五十嵐一衛博士に委嘱し、研究成果の評価を受けた。2 回とも

研究費の配分に関しては特に指摘事項はなかった。 

【第 1回の評価（平成 28年 6月）】 五十嵐委員からは「5研究グループがより一層綿密に連携し、

5 年以内に臨床応用可能な抗認知症のリード化合物が取得される事を強く切望する」との意見が出

された。増野委員からは「スクリーニング系を確立し、学内共同研究を推進して構造活性相関を検討

することが早い段階から必要である」との意見が出された。また「論文発表など、研究成果の公表を

積極的に行っている点は評価できる」との講評もあった。【対応】研究者間の連携とチーム内の連携

の改善に関しては、上記の自己評価でも問題となったため、対応は前述の通りである。スクリーニン

グ系の確立に関しては、紀が研究補助者と共に培養細胞系でのアッセイ系を樹立し、実際のスクリ

ーニングでの使用に至った。また、構造活性相関研究はヒット化合物が得られた時点で、他の化合

物の進行を待たずに可能なものから開始した。この結果、2年度目に得られた初期のヒット化合物か

ら、構造活性相関研究を経て、同年度内に活性が数倍～20 倍程度上昇した誘導体が得られた。 

【第 2回の評価（平成 29 年 12月）】五十嵐委員からは「研究は基礎研究、応用研究共に順調

に進展している。この研究より、効果的な抗認知症薬が開発される事を大いに期待している。」との

評価が得られた。増野委員からは「5 年間の研究期間内に成果を上げるにはリード化合物の絞り込

みと最適化、ならびに AD 患者 iPS 細胞や AD モデルマウスでのアッセイ系の確立が次に必要であ

る。また AD 患者 iPS 細胞や AD モデルマウスでのアッセイにかける候補化合物の選択には活性だ

けでなく、膜透過性や代謝等の検討が必要であり、この点も考慮する必要がある。」との評価が得ら

れた。【対応】 事業 3 年目には AD-iPS 神経細胞のアッセイ系を確立し、既に化合物の評価に用い

ている。また、同年度には AD モデルマウスを導入し、これまでに化合物投与の予備実験を行った。

今後は候補化合物の評価に移行できる。候補化合物の薬物動態毒性（ADMET）に関しては、事業 4

年目に創薬等先端技術支援プラットフォーム（BINDS）を通じ、化合物の ADMET や物性測定を担当

する創薬機構構造展開ユニットの支援を得て、化合物の評価と薬効改善を進める方針である。 
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143. 高島昌子、Sriswasdi S、西村祐貴、眞鍋理一郎、杉田 隆、遠藤力也、岩崎 渉、 大熊盛

也. ゲノムデータに基づく Trichosporonales 目の系統解析. 第 11 回日本ゲノム微生物学

会年会. (2017) 藤沢 

144. 井上瑞菜、張 音実、杉田 隆 . Molecular detection of Acinetobacter spp. from the skin 

of patients with skin diseases. 第 90 回日本細菌学会総会. (2017) 仙台 

145. 倉門早苗 、千葉亮太、佐藤千聖、杉田 隆 . Arthroconidia contribute to biofilm formation 

by the pathogenic fungus Trichosporon asahii. 第 90 回日本細菌学会総会. (2017)仙台 

146. 張 音実、井上瑞菜、杉田 隆 . Comprehensive analysis of the skin bacterial microbiota 

of healthy Japanese individuals. 第 90 回日本細菌学会総会. (2017) 仙台 

147. 岡部風葉、岡部未来、木下 薫 、杉田 隆 、小山清隆 . アゾール耐性 Candida albicansに

対する抗真菌活性物質の探索. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

148. 新井実柚、服部研之、杉田 隆 、石井一行. Staphylococcus epidermidis は表皮角化細胞

の Ah 受容体を活性化する. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 
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149. 張 音実、井上瑞菜、杉田 隆 . 疑似微小重力環境で皮膚常在真菌 Malassezia が皮膚角化

細胞に与える影響. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

150. 大久保友隆、張 音実、杉田 隆 . アトピー性皮膚炎治療薬が皮膚常在菌 Malassezia に与

える影響. 日本薬学会第 137年会. (2017) 仙台 

151. 井上瑞菜、張 音実、杉田 隆 . 皮膚炎患者皮膚における Acinetobacter 叢の解析とヒト皮

膚角化細胞に及ぼす影響. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

152. 千葉亮太、佐藤千聖、倉門早苗 、杉田 隆 . 病原性酵母 Trichosporon asahiiのバイオフ

ィルム形成に寄与する形態および微量金属元素の影響. 日本薬学会第 137 年会. (2017)仙
台 

153. 髙田慎太郎、張 音実、倉門早苗 、杉田 隆 . 病原性真菌 Trichosporon asahii の抗真菌

薬耐性機序 : ERG11に関する検討. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

154. 須藤綾子、張 音実、倉門早苗 、杉田 隆 . 皮膚常在真菌 Malassezia furfurのバイオフィ

ルム形成と抗真菌薬耐性. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

155. 安藤ゆりあ、海野瑞季、張 音実、 杉田 隆 . Capsaicin による尋常性ざ瘡原因菌 

Propionibacterium acnesのリパーゼ阻害作用. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

156. 倉門早苗 、杉田 隆 . Candida albicansの二形性変換における Estrogen binding protein

のメディエーターとしての関与. 真菌症フォーラム第 23 回学術大会. (2017) 新宿（優秀

演題賞） 

157. 那須正夫、一條知昭、杉田 隆 . 大気と宇宙微生物生態学の幕開け、国際宇宙ステーショ

ン与圧部の微生物モニタリングと群集構造―宇宙居住と地上応用―(シンポジウム). 第 2

回環境微生物系学会合同大会 2017. (2017) 仙台 

158. 岩崎 渉、Sira Sriswasdi、高島昌子、眞鍋理一郎、大熊盛也、杉田 隆 . ハイブリッドゲ

ノム形成後の大規模な遺伝子進化速度の低下. 日本進化学会第 19回大会. (2017) 京都 

159. 井上瑞菜、張 音実、杉田 隆 . Acinetobacter ursingii 培養上清の Staphylococcus spp.

の細胞傷害性に対する作用. 第 61回日本薬学会関東支部大会. (2017) 東京 

160. 高島昌子、杉田 隆 .  Trichosporon 属および関連真菌のゲノム分類（シンポジウム）. 第

61 回日本医真菌学会総会・学術集会. (2017) 金沢 

161. 倉門早苗 、杉田 隆 . Trichosporon asahiiの Biofilm 形成における分節型分生子の役割. 

第 61 回日本医真菌学会総会・学術集会. (2017) 金沢（優秀演題賞） 

162. 海野瑞季、張 音実、杉田 隆 . 角栓中に存在する Malassezia と Propionibacterium acnes

の直接鏡検と相互作用. 第 61 回日本医真菌学会総会・学術集会. (2017) 金沢（優秀演題

賞） 

163. 須藤綾子、張 音実、杉田 隆 . RNA-seq による Malassezia furfur の菌糸特異遺伝子の探

索. 第 61回日本医真菌学会総会・学術集会. (2017) 金沢 

164. 松田祐子、張 音実、杉田 隆 . Lactobacillus 培養上清による Candida albicans の biofilm

形成抑制作用と遺伝子変動. 第 61回日本医真菌学会総会・学術集会. (2017) 金沢 

165. 高田慎太郎、張 音実、倉門早苗、杉田 隆 . Trichosporon asahii ERG11のシーケンス解

析. 第 61回日本医真菌学会総会・学術集会. (2017) 金沢 

166. 井上瑞菜、張 音実、杉田 隆 . 皮膚上のアシネトバクターは黄色ブドウ球菌の細胞傷害性

を増悪させるか. 日本薬学会第 138 年会. (2018) 金沢 

167. 須藤綾子、張 音実、杉田 隆 . 癜風原因菌 Malassezia furfur の菌糸形特異的遺伝子の探

索と菌糸誘導条件の検討. 日本薬学会第 138 年会. (2018) 金沢 
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168. 張 音実、海野瑞季、杉田 隆 . 栓中のマイクロバイオーム解析とケラチノサイトへ与える

影響 ―Malassezia と Propionibacterium acnes―. 日本薬学会第 138 年会. (2018) 金沢 
169. 大久保友隆、井上瑞菜、張 音実、杉田 隆 . アトピー性皮膚炎患者皮膚より分離した

non-Staphylococcus aureus と真菌 Malassezia との相互作用. 日本薬学会第 138 年会. 

(2018) 金沢 

170. 倉門早苗 、杉田 隆 . 病原性酵母 Trichosporon asahii の形態制御因子の検討. 日本薬学

会第 138年会. (2018). 金沢 

171. 杉田 隆 . 宇宙飛行士の皮膚真菌叢解析. JAXA J-CASMHR 研究開発報告会. (2017) 東京 

172. Sugita T. Analysis of the skin fungal microbiome of an astronaut during 1-year stay 
on the ISS (“Myco”). Workshop on 1-year mission, NASA. (2017) Huston, Texas, USA 

173. 杉田 隆 . 拉色菌分和定、拉色菌与皮肤病、毛子菌和毛子菌病. 第 18期国家级继续医学教

育项目 (2017) 成都、中国 

 

小山 

174. 甲斐久博、木下 薫 、原田 浩、前田明寛、岡田嘉仁、高橋邦夫、松野康二. EI-MS 及び 1H-NMR

を用いた地衣類縁種の分類の検討. ヤグラゴケなどの例. 日本地衣学会第 14回年会. (2015) 

久留米 

175. 藤原恒司、鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . Polaskia chichipe（雷神閣）からのサポニン成分

の探索とメラニン産生抑制活性. 日本生薬学会第 62 回年会. (2015) 岐阜 

176. 石野雅弘、鎌内 等、木下 薫 、高取和彦 、小山清隆 . 新規 Phomactin の構造について. 日

本生薬学会第 62 回年会. (2015) 岐阜 

177. 鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . 海洋由来真菌 Eurotium rubrum からのメラニン産生抑制物

質の探索. 日本生薬学会第 62 回年会. (2015) 岐阜 

178. 小島映世、宋 冬梅、鈴木俊宏、木下 薫 、小山清隆 . チャコブタケ（Daldinia concentrica）

子実体からの管腔形成阻害活性物質の探索. 日本生薬学会第 62 回年会. (2015) 岐阜 

179. 岡部末来、杉田 隆 、木下 薫 、小山清隆 . 海洋由来真菌からの抗真菌活性物質の探索及

び生合成研究. 日本生薬学会第 62 回年会. (2015) 岐阜 

180. 鎌内 等、木下 薫 、高取和彦 、金 辰彦、辻 恵子、山口智彦、小山清隆 . 発酵ステビア

（Stevia rebaudiana）からの新規テルペノイドとメラニン産生抑制活性. メディシナルケミ

ストリーシンポジウム. (2015) 千葉 

181. 岡部末来、杉田 隆 、木下 薫 、小山清隆 . 抗菌薬と相乗的に抗真菌作用を示す化合物の

探索研究. メディシナルケミストリーシンポジウム. (2015) 千葉 

182. 藤原恒司、木下 薫 、小山清隆 、高橋邦夫.  Polaskia chichipe（雷神閣）のサポニン成分の

探索とメラニン産生似及ぼす影響. 日本薬学会第 136 年会.  (2016) 横浜 

183. 鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . 海洋由来真菌 Eurotium rubrum からのメラニン産生抑制

活性物質の探索. 日本薬学会第 136 年会. (2016) 横浜 

184. 福澤 侃、藤原恒司、伊藤克彦、横山 岳、萩原 勲、天竺桂弘子、小山清隆 、木下 薫 . ア

マミナナフシ（Entoria okinawaensis）の糞からの医薬品シード化合物の探索.  日本薬学
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会第 136年会. (2016) 横浜 

185. 岡部未来、佐々木寛朗、杉田 隆 、木下 薫 、小山清隆 . 抗真菌薬と相乗的に抗真菌活性

を示す化合物の探索及び生合成研究. 日本薬学会第 136 年会. (2016) 横浜 

186. 甲斐久博、木下 薫 、植沢芳広、原田 浩、前田明寛、岡田嘉仁、高橋邦夫、松野康二. EI-MS

による地衣類縁種の分類法の検討（第２報）：甲日本地衣学会第 15 回大会. (2016) 岐阜 

187. 木下 薫 、木原 淳、坂田歩美、吉川裕子、原田 浩. LC/MS および LC/MS/MS による地衣類

含有成分の同定と地衣類分類への応用. 日本地衣学会第 15回大会. (2016) 岐阜 

188. 藤原恒司、小池 伸、小笠原裕樹、木下 薫、高橋邦夫、小山清隆 . Polaskia chichipe（雷

神閣）のサポニン成分の探索とアミロイドβ凝集抑制活性. 日本生薬学会第 63 回年会. 

(2016) 富山 

189. 中島由貴、鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . 海洋由来真菌発酵エキスを用いた新たな天然

資源の探索. 日本生薬学会第 63回年会. (2016) 富山 

190. 鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . 海洋由来真菌 Eurotium rubrum からのジケトピペラジン

化合物とメラニン産生抑制活性. 日本生薬学会第 63回年会. (2016) 富山 

191. 加藤優貴、木下 薫 、小山清隆 . ニンギョウタケ（Albatrellus confluens）からの KDR

チロシンキナーゼ阻害活性物質の探索. 日本生薬学会第 63回年会. (2016) 富山 

192. Masuda Y, Fujihara K, Kino Y, Kamauchi H, Kinoshita K, Satoh J, Koyama K. Inhibitors 
of amyloid β aggregation from Albatrellus yasudae.  The JSPS-NRCT Follow-Up Seminar 

2017 and 33rd International Annual Meeting in Pharmaceutical Sciences. (2017) 
Thailand (*23) 

193. 藤原恒司、小池 伸、小笠原裕樹、小山清隆、高橋邦夫、木下 薫 . Polaskia chichipe（雷

神閣）由来のサポニンアミロイドβ42 による神経細胞毒性を軽減する効果. 日本薬学会第

137 年会. (2017) 仙台 

194. 大野雄祐、藤原恒司、木下 薫 、小山清隆 . Neoraimondia herzogiana（飛鳥閣）からの

サポニン成分の探索. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

195. 河津亮生、小笠原裕樹、小山清隆 、高橋邦夫、木下 薫 . Stenocereus pruinosus（朝霧

閣）のサポニン成分の探索とアミロイドβ凝集抑制活性. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙
台 

196. 白石祐樹、鎌内 等、小島映世、木下 薫 、小山清隆 . チャコブタケ（Daldinia concentrica）

子実体の成分探索. 日本薬学会第 137 年会 (2017) 仙台 

197. 鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . 天然物誘導体の獲得を目標とした海洋由来真菌抽出エキ

スのクマリン誘導化. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

198. 福澤 侃、藤原恒司、中根わかな、横山 岳、萩原 勲、天竺桂弘子、小山清隆 、木下 薫 . 

アマミナナフシ（Entoria okinawaensis）糞からの医薬品シード化合物の探索と活性評価. 

日本薬学会第 137年会. (2017) 仙台 

199. 増田優紀、藤原恒司、紀 嘉浩 、鎌内 等、木下 薫 、佐藤準一 、小山清隆 . ヌメリアイ

タケからのアミロイドβ凝集抑制活性物質の探索. 日本薬学会第 137 年会 (2017) 仙台 

(*24) 

200. 岡部風葉、岡部末来、木下 薫 、杉田 隆、小山清隆 . アゾール耐性 Candida albicansに

対する抗真菌活性物質の探索. 日本薬学会第 137 年会. (2017) 仙台 

201. 木原 淳、坂田歩美、吉川裕子、原田 浩、小山清隆、木下 薫 . LC/MS および LC/MS/MS分
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析による地衣類含有成分の同定と分類への応用. 日本薬学会第 137 年会 (2017) 仙台 

202. 木下 薫 、木原 淳、吉川裕子、原田 浩. LC/MS分析による地衣類含有成分の同定と地衣類

分類への応用〜Lecanora sp. と Xanthoria spp. を中心として〜. 日本地衣学会第 15 回

大会. (2017) 高知 

203. 鎌内 等、木下 薫 、小山清隆 . 海洋由来真菌抽出エキスのクマリン二量化とチロシナー

ゼ阻害活性化合物の探索. 日本生薬学会第 64回年会. (2017) 習志野 

204. 川添直樹、鈴木敏弘、木下 薫 、小山清隆 . シロカイメンタケ（Piptoporus soloniensis）

からの管腔形成阻害活性化合物の探索. 日本生薬学会第 64回年会. (2017) 習志野 

205. 中根わかな、中村 尚、小山清隆 、荻原 勲、木下 薫、天竺桂弘子. ジャコウアゲハ及び

ナミアゲハ由来成分の抗癌活性スクリーニング. 第 40 回日本分子生物学会年会. (2017) 
神戸 

206. 中村 尚、中根わかな、小山清隆、横山 岳、荻原 勲、中里猛留、木下 薫、天竺桂弘子.      

ツマムラサキマダラ Euploea mulciber 幼虫フン由来抗癌活性化合物の探索. 第 40 回日本

分子生物学会年会. (2017) 神戸 

207. 谷津元気、紀 嘉浩 、佐々木寛朗、木下 薫、佐藤準一 、小山清隆 . ウツロベニハナイグ

チの BACE1阻害活性物質の探索. 日本薬学会第 138 年会. (2018) 金沢 

208. 秋庭愛、木下 薫 、紀 嘉浩 、佐藤準一 、小山清隆 . ヌメリアイタケ（Albatrellus yasudae）

CHCl3 ext.からの Aβ凝集抑制活性物質の探索. 日本薬学会第 138 年会. (2018) 金沢 (*25) 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

DRC セミナーを 13 回  (3 回は記念講演会 ) 開催し、全ての要旨をホームページ上

http://www.my-pharm.ac.jp/drc2015/os_k.htmlで公開した。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

DRC セミナー・講演会を 2 ヶ月ごとに公開で開催する予定である。 

また優れた研究成果に関しても、ホームページ上で公開する予定である。 

 

 １４ その他の研究成果等 

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれ

ば具体的に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付して

ください。 

1.  Sugita T, Yamazaki T, Yamada S , Makimura K, Cho O, Oshima H , Ishioka N , Mukai C. A space 

flight experiment: Temporal changes in the skin fungal microbiomes of astronauts in the International 

Space Station: Joint Conference. 30thISTS, 34th IEPC& 6th NSAT (2015) JAXA 等との共同研究. 

2. 杉田 隆 . 駆け込みドクター！運命を変える健康診断.ほっておくと怖い顔の病気スペシャ

ル (画像提供) TBS テレビ (2015) 

3. 杉田 隆 . 私の何がいけないの. 肺炎 (画像提供) TBS テレビ. (2015) 

4. 新聞記事 日経産業新聞（平成 30年 5月 2 日付）DRC紹介記事の掲載（別紙 1） 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

 

 
 

http://www.my-pharm.ac.jp/drc2015/os_k.html


（様式１）

１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

※　３年目（または２年目）は予定額。

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

備　考

S1511016

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

補助主体

60,586 49,698

研究室等数 補助金額整備年度

0

25,307

84,977

110,284

0 0 0 0

0

0

35,324

0

0

0

52,116 32,861

8,470 16,837 0 00 0

0 00

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

22,026 13,298

9,74217,477

8,470 16,837

12,613 9,821

27,219

0

0

0

25,307

22,434

0

0

平
成
2
9
年
度

研究施設面積 使用者数

0

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

設 備

平
成
2
7
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
8
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

法人番号 131094

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額



（様式１）

S1511016
法人番号 131094

プロジェクト番号

（千円）

ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

情報公開用HP 100 ホームページ編集代

188 Lenovo ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC
150 IKA ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｲｸﾛﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ

報酬・委託料 1,450 解析作業 1,033 機器オペレーター

219 Lenovo ThinkStation

BIORAD Bio-PlexDateProPlus

114 LG ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC用ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

13,159 その他

（会合費） 52 創立記念講演会 52 茶話会

243

149

計

0
0

0

805

私学助成

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給　950円，年間時間数　157時間，実人数　1人149

0

16,435

私学助成

分析用機器

707

4,229

補助主体

KeyMolnetLite・STRAND NGS ライセンス使用料

149

0

149

事務補助

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
0

5,850

解析用ソフトウェア

0

4,900
設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

図　　　　書 0

M&S Covaris DNAShearingｼｽﾃﾑ

ﾌｨﾙｼﾞｪﾝ CLC Genomics Workbench

16,435

0

創立記念講演会

317

60
38

創立記念講演会

支払手数料等

解析用ソフトウェア

講演要旨集印刷

積　　算　　内　　訳

印刷製本費

支　出　額

実験材料

講演者交通費

その他

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
ｱﾐﾛｲﾄﾞβ

MiSeqTypeMKDｼｽﾃﾑ 1式 3000
平成27年 ｺﾝﾌﾟﾘｰﾄｼｽﾃﾑ 1式

12,800
60 6,056 4,037

19,251

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

教研用ソフトウェア

805

（研究装置）

教育研究経費支出

Illumina次世代ｼｰｸｴﾝｻｰ(NGS)解析装置MiSeq

Bio-Rad Bio-Plex MAGPIXシステム

（情報処理関係設備）

（ｿﾌﾄｳｪｱ経費）

0

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

871

通信運搬費

0

38

研究支援推進経費

14,030

光　熱　水　費

60

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費

27

（研究設備）

整備年度

平成27年

年　　　度

0

計

0
0

950

5,850



（様式１）

S1511016
法人番号 131094

プロジェクト番号

（千円）
  平成 年度

（千円）
  平成 年度

14,906 その他

旅費交通費 56 公開講演会 6 講演者交通費

174

1,894 β-Secretase

報酬・委託料 4,675 解析作業 4,222 機器オペレーター
情報公開用HP 200 ホームページ編集代

その他

印刷製本費 公開講演会 92 講演要旨集印刷

情報公開用HP 200 ホームページ編集代

（会合費）

696 β-Secretase

報酬・委託料 4,268 解析作業 3,703 機器オペレーター

13,742

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,645 実験材料 2,207 ｱﾐﾛｲﾄﾞβ

通信運搬費 0 0

印刷製本費 91 公開講演会 91 講演要旨集印刷

旅費交通費 25 公開講演会 25 講演者交通費

83 公開講演会 83 茶話会

（保守契約費） 301 分析機器保守 301 年間保守料

時給　1,000円，年間時間数　1253時間，実人数　１人

計 21,413 21,413

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,543 事務補助 290 時給　950円，年間時間数　305時間，実人数　1人
（兼務職員） 研究補助 1,253

教育研究経費支出 0 0

計 1,543 1,543

図　　　　書 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 4,263 研究者 4,263 学内１人

研究支援推進経費 0 0

計 4,263 4,263 学内１人

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,984 実験材料 2,184 ｱﾐﾛｲﾄﾞβ

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

その他

学会発表 50 旅費

（保守契約費） 2,742 分析機器保守 2,742 年間保守料2件

（諸会費） 9 学会発表 9 参加費

計 26,730 26,730

その他

支払手数料等 253 その他

資料作成等 82

（会合費） 90 公開講演会 90 茶話会

支払手数料等 365



（様式１）

S1511016
法人番号 131094

プロジェクト番号
ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 281 事務補助 281 時給　950円，年間時間数　296時間，実人数　1人
（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 281 0

図　　　　書 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 8,313 研究者 8,313 学内１人、外国１人

研究支援推進経費 0 0

計 8,313 8,313 学内１人、外国１人



 
新聞掲載の事例 

 

日経産業新聞（平成 30 年 5 月 2 日） 

 

別紙 1 

無断転載及び複写禁止 
（掲載許諾番号 30062695） 
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